
【改善箇所説明図】

【基準不適合箇所】

不具合発生箇所：

車両最後部のエンジン･ルーム･アクセス･ド

アを開け正面にあるセカンダリ燃料フィル

タ･グループのフィルタを装着する上側の

フィルタ･ベース部分。

燃料フィルタ･ベースへパイプ(3箇所)が圧入に

より差込まれており、根元部分（矢印部分）か

ら燃料が漏れるおそれがある。
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ショベルローダにおいて、燃料ホース接続用パイプと燃料フィルタ･ベースとの接続時に、当該勘合部を
傷付けてしまっているものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、燃料ラインのパイプ周囲の
勘合部に発生した傷から、燃料漏れが発生するおそれがある。

全車両、不具合が発生するおそれがある箇所を改良品に交換する。
・改良内容・・・パイプ組付け方法を圧入+接着剤式からねじ+接着剤式へ変更

左図内の丸印の位置の形状が、
従来の圧入式から、ねじ切りされた形状へ変更された。

識別　：　改善実施済み車については、キャブ後面ガラス左下、又は、左支柱下にNo.3088のステッカーを貼付する。

【改善措置の内容】


